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6. 郡中景観計画区域（当面） 

6.1 景観計画区域及び重点地区 

＜景観計画区域＞ 

伊予市は、既述のように自然景観から都市景観まで多様な景観資源が存在するが、下

記のような理由から当面は区域を限定した景観計画としました。 

・愛媛県内では、内子町・上島町以外は景観計画区域が限定区域となっている。また、

比較的新しい策定の松山市などは、緩く全体にかけてしまうよりは、モデル地区とし

て区域を絞って、それなりの基準をかけている。（行政区域全域を景観計画区域とす

ることは、広範な市域を有する行政体にとっては、住民の意見調整や行政の体力等、

困難な要因が背景に存在すると考えられる。） 

・次ページでメリットとデメリットを整理する通り、市全域に設定することは計画がマ

スタープラン的な位置づけとなり、規制内容も理想的・抽象的な基準の傾向となる。

また、地域により住民の意識に大きな温度差があり、重点地区を設定していこうとい

う意見がある反面、地域に説明をして、やりながら進めていく方向がいいと言った意

見もある。 

・行政としても区域を限定して意味のある、より実行性の伴った計画策定を望んでいる。 

上記の考え方の基に、景観計画の視点を下記のように捉え、それに基づき景観計画区

域の設定を行いました。 

①区域（規制）づくりでは、理想主義よりも現実主義に視点を置くことが重要である。

現実に運用できる範囲で、身の丈にあった制度をつくり、それを徐々に理想に向け

改善していく「急がば回れ」の考え方が重要である。 

②当初の景観計画を固定的なものとせず、運用の蓄積を踏まえ、重点地区を増やすな

ど、景観計画を持続的に拡大させていくことが重要である。 

 

 

◆区域を景観形成のモデル・先進的に進めるエリアとして限定して設定し、より積極的な景

観形成を図っていく。 

◆限定するエリアは、地元活動が市内でも顕著であり、内部・外部委員会でも共通で挙がっ

ていた「郡中及び港周辺」を当面の区域として設定し、段階的に区域の拡大を図り、将来

的には市全域に広げていく。 
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当面の景観計画区域の名称を「郡中景観計画区域」と定めました。 

 

 

 

景観計画区域、将来展開のイメージ 
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＜重点地区＞ 

重点地区は、下記のような観点から、「灘町、湊町の旧大洲街道沿い」を選定するこ

ととし、その名称を「灘町・湊町重点地区」としました。 

・灘町および湊町は、昔の町並み景観の保全に対する地域住民の意識が高く、町並み保

全に関する協定案を作成するとともに、第三セクターによるまちづくり会社「株式会

社まちづくり郡中」を設立、TMO（Town Management Organization）事業の一つとし

て「類まれな町家のまち」の再生策を実施するなど、まちづくりに対する積極的な取

り組みが見られる。 

・住民説明会等今後の対応を考慮し、重点地区は誰もが納得できる場所にすべきである。 

・伊予市の原点ともいうべき灘町、湊町、三島町（栄町地区）は、昔の商家、街道筋の

面影を残している。また、この通りに面した町家は、江戸時代の区割りや骨格を残し

ているが、現存しているのは四国でも伊予市だけであり、貴重な歴史的遺産となって

いる。 

・灘町、湊町の通りは町並みだけでなく市の商業の中心地でもありメインストリートで

もある。歴史的な街道としての背景と合わせて市のシンボルとして、今後も地域の景

観の質を高めていく必要がある地区と捉えられる。 
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6.2 景観形成の目標像 

＜景観形成理念＞ 

前章で検討した全市的な景観形成の理念「市民の誰もが、地域のまちづくりで交流

し、自然と共生するふるさととなるような景観形成をめざす。」および、市街地景観

形成区域の理念「新旧のまちや人が交流する景観形成をめざす。」を踏襲します。 

＜景観形成の目標像及び基本方針＞ 

地域特性や課題、前項の景観形成理念等を踏まえ、景観形成の目標像及び基本方針を

下記のように定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観形成の目標像及び方針 
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6.3 景観形成のための行為制限 

＜届出対象行為＞ 

郡中景観計画区域および灘町・湊町重点地区の対象とする届出行為を下記のように定めま

した。（郡中景観計画区域は、海水面があることから、水面の埋立や干拓行為も届出対象行為

を定めているが、灘町・湊町重点地区は該当環境が存在しないことから届出対象行為には含め

ていない。また、灘町・湊町重点地区は、郡中景観計画区域より、より小規模な対象行為の規

制も視野に入れたものとなっている。） 

郡中景観計画区域の届出基準（案） 

景観的には、集合住宅規模の景観規制・誘導を目標とし、戸建てレベルでは、景観

的に奇抜な建築物等の規制・誘導に留意する。高さ、色彩、建築の量感緩和を目的に

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

灘町・湊町重点地区の届出基準（案） 

景観的には、戸建て規模の景観規制・誘導を目標とし、屋根、壁面、高さ、色彩な

どファサードの規制・誘導を目的とします。 
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＜行為制限（景観形成基準）＞ 

郡中景観計画区域及び灘町・湊町重点地区の行為の制限基準を下記のように定めました。 

郡中景観計画区域の行為制限（景観形成）基準（案） 
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灘町・湊町重点地区の行為制限（景観形成）基準（案） 
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近年、周辺景観に配慮して建築された建物 
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6.4 景観重要建造物・景観重要樹木・景観重要公共施設 

＜景観重要建造物＞ 

「地域の良好な景観の形成に重要な構造物で、道路その他の公共の場所から公衆によっ

て容易に望見されるもの」を、景観重要建造物として指定することとし、下記のようなも

のを選定しました。 

・地域の歴史性を感じる優れた意匠となっているもの。 

・技術的に優れた建築物として評価されているもの。 

・地域のシンボル景観を形成しているもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郡中景観計画区域・景観重要建造物位置図 

※ 表示した景観資源は全て候補として選定したものです。
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＜景観重要樹木＞ 

景観重要建造物同様、公共の場所から容易に望見でき、下記の条件を満たすものを景観

重要樹木として選定しました。 

・地域の歴史や文化的特性を感じさせる、神社を中心とした社叢木。 

・アイストップとなる地域のシンボル的景観を形成している樹木。 
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＜景観重要公共施設＞ 

郡中景観計画区域における景観重要公共施設指定の考え方 

・現在良好な景観を有している公共施設で、今後もこの良好な景観を維持することによ

り、地域の景観が良好なものとして機能すると考えられるものを、景観重要公共施設

として指定します。 

・現在、良好な景観を有しているとは言えないが、景観まちづくりにおいて、良好な景

観形成効果が期待できると考えられるものを、景観重要公共施設として指定します。 

郡中景観計画区域における景観重要公共施設の整備に関する事項 

・景観重要公共施設の整備に関する事項については、景観計画を進める中で今後具体的

に協議決定することになるが、基本的には下記に配慮したものとします。 

・郡中景観計画区域の骨格と風格を構成する景観要素として、その有する資源性、可能

性を最大限に活かし、周辺景観に調和したあるいは先導的なモデルとなる景観づくり

とします。 

郡中景観計画区域・景観重要樹木位置図 

※ 表示した景観資源は全て候補として選定したものです。 
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郡中景観計画区域・景観重要公共施設位置

（伊予港）

（伊予港）
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＜景観重要公共施設の占用許可の基準等に関する事項の検討＞ 

景観重要公共施設の占用許可の基準についても前項「整備に関する事項」同様、運用に

関連することから、管理者と協議を経て決定する必要があります。景観計画を進める中で

今後具体的に協議決定することになりますが、基本的には下記に配慮したものとし、具体

的な基準は、今後協議の過程で検討していきます。 

五色姫海浜公園 

・海浜の広がりや砂浜景観の保全のために護岸より海側の占用は認めない。 

 （但し、県・市が既に設置している占用物及び利用者の利便性の向上が図れると

認められる施設は除く。） 

・護岸より陸側については既存のヤシの木より高い、高さ１２ｍ以上の工作物の占

用は認めない。 

五色浜公園 

・松林の景観に損傷を与えるような占用は認めない。 

郡中港（伊予港） 

・周辺の景観との調和を損なうようなものの海水面の占用は認めない。 

商店街街道（市道灘町中央線） 

・看板の設置など民間（沿道民間施設）による恒久的な占用は認めない。 

・短期間の工事等の一時的な占用については、特に規制を行なわないが、1 ヶ月以上

の占用については、仮囲い等の素材に留意し、周囲の景観に配慮したものとする。 

 

 

 

 

 

 


